
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 9月 発行 6号 

上野中学校図書館 

 

さよなら、田中さん 

鈴木 るりか 著 

 

ビンボーな母子家庭だけど、底抜けに明

るいお母さんと大家のおばさんにその息

子、学校の先生や友達などが登場する身近

な日常を描いた 5編からなる物語です。 

作中に「お母さん」の食にまつわる名言に

は、面白いけど心に刺さるものばかり。読了

後は、当たり前に毎日おいしいご飯を食べ

られること、生きていることに気づかされ

ます。当時、中学２年生だった著者のデビュ

ー作。同じ中学生のうちに、読んでみてくだ

さい。 

 

【９月の読書目標】 

自分を変える本を 

探してみよう 

 

 

動物愛護を考えよう 

かわいい！だけでペットを飼わないで 

高槻 成紀 監修 

 

ペットを飼ったことはありますか？ペッ

トを家族の一員として飼うには、いろい

ろな約束があります。迎える方法や飼い

主としての義務・責任などを写真付きで

解説、紹介しています。 

９月２０日（金）～２６日（木）は、動物

愛護週間です。子どもと一緒に動物関連

の本を読みながら考えてみよう！ 

２学期が始まって、大きな行事の一つ運動会は、天気

に恵まれての大成功に終わりました。暑さも和らいでき

て、少しずつ過ごしやすい季節になって来ましたね。移

動掲示も秋に関連したものを掲示しているので立ち読み

してみてくださいね。 

 毎月第１火曜日に来校してくれた移動図書館

「夢の光号」は、車両故障で修理に時間がかかる

ため、９月より運行が中止となりました。引き続

き、返却の対応はします。 

また、リクエストも受け付けているので借りてき

てほしい本があったら上野中図書館に申し込みし

てくださいね。市立図書館の本は、上野中図書館

Google サイトの「みーやの本棚」にあるので見て

くださいね。 

 読書感想文・読書感想画コンクール募集して

います。課題図書・指定図書は、図書館にあり

ます。数に限りがあるので早めに借りてくださ

い！！その他にも移動掲示コーナーにおすすめ

図書を紹介しています。 

 

応募締め切り： 

１０月３０日（水）１７時まで 

提出先： 

感想文：佐久田 智代先生 

感想画：仲間 理恵先生・高江洲 礼芽先生 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 あなたは、どのくらい本を読んでいますか？ 

まったく本を読まない人もいれば、本が好きで毎日読んでいる人もいると思います。読書をする

ことで得られる効果を６つ紹介します。読書の大切さを知ることで、本を読み始めるきっかけに

なればうれしいです。 

その①：語彙力が増えると、気持ちを表現できる 

 読書を通してたくさんの漢字や言葉を知ることができます。自分が使える言葉の数が増えると自然

と表現力もついてきます。幼児などは、自分の気持ちをうまく伝えることができないのは使える言葉

が少ないからです。たくさんの言葉を知っていることで「伝えたい表現があるのにうまく言葉にでき

ない」と悩んでいたことができるようになります。 

その②：文章力は自分のためになる 

 読書をする人は、頭がよくて成績がいい。それは本の文章を読んでいく中で、上手な言い回しや普段

使わない文章に触れることで自然に文章能力が上がります。読書でたくさんの文章に触れ、いろいろ

な表現方法を知ることで、感想や高校の志望動機、自己ＰＲなど文章力を問われる場面で役立つ力が

身につきます。 

その③：すべての基本になる「読解力」がつく 

 「計算問題は得意だけど、文章問題ができない」それは、計算の仕組みはわかっていても、文章問題

となると何を聞かれているのか読み解くことができないからです。「読解力」は国語の文章を読み取る

力だけでなく、ほとんどの教科に関わってきます。問題を読み取る力、資料を読み取る力は大人になっ

てもいろいろな場面で使われる大切な力です。 

 

その④：想像力がつくと、世界がひろがる 

 本の世界にどっぷりハマる＝想像力が豊かになります。本の世界には、自分のいったことのない場

所や思いもしない場面がでてきたり、普段は考えたことのない人の気持ちに気づかされることがあり

ます。「違う世界」を知り、「違う立場」にたって物事を考えられるようになるには、想像力はとても大

切です。 

その⑤：集中力がつくと、心も落ち着く 

 「楽しい本」「素敵な本」などに出会い、本を好きになると、本を読むことに没頭する＝集中することが

できます。この「集中している時間」を体験することで、テストや授業の時でも集中できるようになりま

す。また、ストレス解消にも効果的で心が落ち着くのでまずは、５分読書からはじめてみよう。 

その⑥：自己肯定感が高くなる 

 本には、ノンフィクションからファンタジーまで物語の種類も登場人物もさまざま。自分と違った

価値観や考え方に触れることで、柔軟な心を持てるようになります。「みんな違っていてみんな素敵」

という気持ちを持てれば、友たちのことも受け入れられ、自分自身の存在も認めることができます。 


